
  

  

〈
タ
テ
の
か
ぎ

〉 

※ただいま満室のため、待機登録を承っております。 

費用等詳しいお問合せは     ０１２０-０９２-２９４  までご連絡下さい。 

介護付有料老人ホームとケアハウスを 

同時にご案内します。 

 

大阪城公園 梅林 
先月の雪がちらつく昼下がり、お抹茶と季節の 

和菓子を楽しむ会「和庵」を開催いたしました。 

蝋梅、蕗の薹、乙女椿の三種からお好みの上生菓子

と器を選んで頂き、スタッフが点てたお抹茶で一服。

ほっと一息した後は、お点前の体験もして頂き、お茶

に纏わる思い出話に花を咲かせました。 

居室は 3 タイプあります。 

ロビー階にはレストランがあり、
各居室のキッチンでお料理もして
頂けます。 
お部屋のお風呂以外に、一階の 
天然温泉もご利用ください。 

編
集
後
記 

季
節
は
冬
か
ら
春
へ 

 

枝
葉
が
散
り
寒
々
と
見
え
て
い
た
木
々
た
ち
も 

新
芽
を
息
吹
き
、
春
の
陽
気
を
誘
い
ま
す
。 

四
季
を
通
じ 

自
然
が
そ
っ
と 

教
え
て
く
れ
る
も
の 

私
た
ち
も
少
し
抱
き
す
ぎ
た
枝
葉
を 

削
ぎ
落
と
し 

春
に
向
け
て
身
軽
に
な
る 

寒
い
冬
を
乗
り
越
え 

 

芽
吹
く
枝
葉
の
形
は
人
そ
れ
ぞ
れ 

あ
る
が
ま
ま
に 

あ
り
の
ま
ま
に 

変
化
を
好
む
も
好
ま
ず
も 

こ
れ
も
ま
た
自
由 

自
然
と
調
和
し 

自
分
だ
け
の 

「
い
ま
こ
こ
」
を
生
き
る 

平
成
と
い
う
時
代
か
ら
、
新
た
な
時
代
へ
の 

幕
開
け
で
す
。
心
豊
か
に
、
個
性
輝
く
新
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

＜価格一例＞ 

80 歳プラン 1,980 万円～ 

その他のご年齢別プランもございます。 

お抹茶と季節の和菓子 
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〇昼食付見学会  

3 月２１日（祝・木）・２６日（火） 

4 月 3 日（水）・９日（火）・１３日（土） 

11 時開始 13 時頃終了（予定） 

参加費用：500 円（昼食代込み） 

各開催日の３日前までに電話でお申込み下さい。 

〒658-0001 神戸市東灘区森北町 6 丁目 1-3 

に
む
け
て 

 

立
春
が
過
ぎ
、
春
待
ち
の
心
が
芽
吹
く
季
節 

 

寒
さ
染
入
る
冬
も
遠
ざ
か
り
、
散
策
途
中
、
早
々
と
春
の
便
り

に
出
逢
う
と
心
な
し
か
う
れ
し
く
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

今
年
は
平
成
か
ら
新
た
な
元
号
へ
と
変
わ
る
年
。 

世
の
中
の
動
き
に
も
変
化
が
生
ま
れ
そ
う
で
す
。 

大
阪
で
の
万
博
開
催
が
決
定
し
、
ま
も
な
く
、
新
天
皇
の
即
位
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
二
〇
二
〇
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
な
ど
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
日
本
の
歴
史
に
新
た

な
出
来
事
が
加
わ
り
ま
す
。 

当
ホ
ー
ム
地
域
で
も
、
新
元
号
奉
祝
行
事
と
し
て
五
月
一
日

（
祝
）
に
阪
神
間
の
四
十
五
台
の
だ
ん
じ
り
が
集
結
し
、
地
区
巡

行
し
ま
す
。
ま
た
前
日
の
夜
に
は
、
各
地
区
に
て
「
ち
ょ
う
ち
ん

行
列
」
で
平
成
へ
の
別
れ
を
惜
し
む
催
し
も
あ
り
、
今
ま
で
に
な

い
迫
力
と
華
や
か
さ
で
お
祝
い
が
行
わ
れ
ま
す
。 

移
り
ゆ
く
時
代
の
変
容 

皆
様
が
歩
ま
れ
た
「
平
成
」
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。 

そ
れ
ぞ
れ
に
合
う
も
の
が
訪
れ
、
つ
な
が
り
縁
と
な
る
。 

自
身
の
道
を
定
め
、
た
お
や
か
に
歩
め
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、 

新
た
な
時
代
の
幕
開
け
で
す
。 

 

※正解は 

グランドビュー甲南 

のホームページ 

「ホームだより」 

をご覧ください。 

又はお電話にて 

お問合せ下さい。 

 

社会福祉法人 神戸福生会 

介護付有料老人ホーム  

グランドビュー甲南 

社会福祉法人 神戸福生会 

介護付有料老人ホーム グランドビュー甲南 

撮影：ご入居者様 

なごみあん 

※送迎バスをご利用の方は、 

10 時 45 分に JR甲南山手駅 

改札前にお越し下さい。 

お問合せ・お申込みは   0120-092-294  

ホームページが新しくなりましたので、ご覧ください。 
https://www.grandview-konan.com/ 

 

2LDK  
64㎡ 

1LDK  
47㎡ 

1LDK  
63㎡ 

〈ヨコのかぎ〉 

①この人が事件の○○をにぎる 

②台風や地震のために充分な○○○を 

③店先に置かれる片手を上げた動物の置物 

④板などにすき間をつけた敷物 

⑤京都の有名な焼き物のひとつ 

⑦子育てに協力的かつ実践している男性のこと 

⑧長野県にある旧街道 

⑪神戸の北野から居留地に続く南北の道路 

⑬兵庫県北部の旧国名 

⑭意味ありげで含みのある様子 

⑮跡継ぎのこと。古い時代には○○〇を継ぐとか言う 

⑰昨年日本一になったプロ野球チームの監督 

 

 

①○○○なたたずまいだ。簡単で質素なこと 

③化粧のひとつで、まつげにつける 

⑥昔の時刻の名前。夜１２時から２時間くらい 

⑦フランスの児童文学。日本でもアニメやドラマで人気に 

⑨注意しても○○耳を持たない 

⑩ゆく年くる年・・・除夜にはこの音が響く 

⑪佐渡に生息する有名な鳥 

⑫化石にもある木。背が高くなり並木は美しい 

⑮○○○○かなめの事を忘れるなんて 

⑯美しい菩薩さま。右手を軽くほほに触れて 

⑱部屋に採光・風通しのためにある開口部 

⑲いつも駅伝の○○○権争いはし烈だ！ 

⑳催し物などのオープニング、○○玉を割って祝う 

㉑窓を英語で言うと 

 

春 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

秋の作品展では、ロビーフロ

アに、ご入居者様の真心のこ

もったお手製の作品を展示

させて頂きました。 

 

 
敬老会 

による鰹の藁焼き。築地直送の鰹を目の前でさばき、炭火

で藁が燃え上がる炎は豪快！鰹のたたき、鮎の天ぷらに豆

ごはんなど、ボリューム満点！旬な食材を堪能しました。 

 

 

 

童謡を介護スタッフのピアノ伴奏で合唱したあとは、

５０年代・６０年代・７０年代の思い出の歌謡曲を、

ご入居者の皆様に選んで頂き、ご一緒に歌いました。 

 

 

 

秋の作品展 

―
福
生
物
語
― 

 
 

第
二
話 

福
生
会
の
名
前
の
由
来 

前
回
の
通
信
で
は
福
生
会
創
立
者
、
中
辻
嘉
台
氏
に
つ
い
て
お
話

し
ま
し
た
。
彼
が
法
人
の
設
立
趣
意
書
を
書
い
て
い
る
と
き
に
、
床

の
間
に
飾
っ
て
あ
っ
た
書
。 

 

福
に
生
き
て
善
を
積
む
。
長
年
の
善
行
を
積
む
努
力
と
、
先
祖
の

善
行
の
積
み
重
ね
あ
る
い
は
周
り
の
人
た
ち
の
協
力
な
ど
が
あ
っ
て

初
め
て
幸
福
を
得
ら
れ
る
、
幸
福
で
な
け
れ
ば
人
様
に
奉
仕
な
ど
善

い
行
い
は
出
来
な
い
、
と
い
う
二
つ
の
云
わ
れ
が
あ
る
そ
う
で
す
。

終
戦
時
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
鈴
木

貫
太
郎
氏
が
、
中
辻
嘉
台
の
父
、
嘉
雄
氏
に
贈
っ
た
言
葉
で
す
。 

鈴
木
貫
太
郎
氏
に
つ
い
て
は
皆
様
の
方
が
詳
し
い
と
思
う
の
で
省
略

し
、
中
辻
家
と
鈴
木
家
の
親
交
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

幕
末
期
、
鈴
木
貫
太
郎
氏
の
父
は
泉
州
久
世
村
に
あ
る
関
宿
藩
の

飛
び
地
一
万
石
の
領
地
の
代
官
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
江
戸
は
元

禄
時
代
か
ら
続
く
旧
家
の
本
家
に
あ
た
る
中
辻
家
は
、
そ
の
和
泉
関

宿
藩
で
、
藩
札
（
紙
幣
）
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
。
徳
川
慶
喜
が
大

阪
城
に
来
て
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
敗
走
し
た
騒
動
の
中
、
堺
市
の
旧

市
街
地
で
天
狗
党
の
乱
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
代
官
夫
人
が

逃
げ
込
ん
だ
と
こ
ろ
が
中
辻
家
で
あ
り
、
そ
の
と
き
産
気
づ
い
て
生

ま
れ
た
の
が
鈴
木
貫
太
郎
氏
で
す
。
明
治
維
新
に
よ
り
代
官
所
は
廃

止
さ
れ
、
代
官
は
千
葉
の
本
藩
に
帰
任
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
も

両
家
の
親
交
は
続
き
ま
し
た
。 

 

 

クリスマスランチとともに、女声アンサンブル PETIT 

A PETIT によるミニコンサート。後方では実演でステ

ーキが振舞われました。 

恒例のスタッフの変装ダンスで締め括られました。 

 

 

冬 

福井産の大量の梅から、美味

しい梅干し、梅酒、梅シロップ

を作りました。 

ご協力下さったご入居者様は

慣れた手つきで今年もいい仕

上がりとなりました。 

秋晴れの佳き日に、敬老の日を祝して、夕食は皆様と

ご一緒に、支配人、副支配人もお祝い膳を頂きました。 

皆様のご健康を心より祈念いたします。 

 

 秋 

昨年の設立十周年を機に、全身ストレッチが出来る機器が導入され、気

軽に運動しやすくなりました。タオル体操や脚の体操、輪投げ、新しくバ

スケットボールゲームなど曜日別プログラムも行っています。 

介護予防とは、いつまでも住みなれた地域で、いきいきはつらつと自分

らしく暮らし続けるように、元気なうちから取り組む健康づくりのことで

す。また、要介護状態になっても、今まで通り機能が維持されるように 

取り組むことも介護予防です。頑張りましょう！！ 

 

介護予防と貯筋で Let’s アンチエイジング！ 

 

 

 トレーニングルーム 

リニューアル 

 

クリスマス会 

鰹の藁焼き 10 周年記念コンサート 

歌の会 

昨年の六月にグランド

ビュー甲南は、設立十周

年を迎えました。ご支援

下さったご入居者様、ご

家族様、地域の皆様に感

謝の気持ちを込めて、十

周年記念コンサートを

開催いたしました。 

 

 

本山だんじりパレード 
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私達の主な仕事は、生活サービスでご入居者様の居室内を、２人１組で 

掃除することです。大抵１人が掃除機と床拭きを、もう１人が台所や洗面所、

トイレの水周りを掃除します。時間内であれば、窓拭き、ゴミ捨て、お風呂

やベランダ、エアコンフィルターの清掃など、生活サービスの時にご希望を

承っています。 

そのほかには共用部分の廊下やテラスなども掃除しています。ご入居者様

が少しでも気持ちよく過ごせるよう、お手伝いさせていただきます。 

 

屋上テラスでは、男性のご入居者様

が力いっぱい杵を振り上げ餅をつ

き、館内では女性のご入居者様が手

慣れた手つきで丸餅と鏡餅を。 

レストラン京料理花萬特製のぜん

ざいで温まりました。 

 

 

 

豆まき 

屋上テラスにて、京料理花萬料理長 

＜藩札＞ 
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スタッフ  
通信  

 

梅サークル 

春 

夏 

餅つき 

主人の転勤で神戸に来てから 20 年以上になり、人生の約半分は神戸です。子供達が大学生、高

校生となり、毎日仕事と家事に追われつつも、時々リフレッシュしながら楽しく過ごしています。 

 

お花見 

春のお花見日和、桜満開の王子動物園

に。家族で昔に行った動物園は、懐か

しくて胸が躍りました。 

生活サービス 
担当：長浜 

芦屋花火大会鑑賞 

屋上から眼下に花火を観

ながら、飲み物を片手に花

火見物。フルーツやオード

ブルなどを頂きながら、夏

を感じるひと時でした。 

 

「鬼は～外！福は～内！」と

皆様の元気な声と豆まきで、

鬼を追い払い福を呼びこみ

ました。 

 

地車の練り廻しの後、10 台程の地車が円弧状に並びまし

た。順番に大きく舞う姿は迫力満点！皆で応援しながら

パレードを見物しました。 

 

夏にちなんだ唱歌や 
昭
和
４
年
、
鈴
木
貫
太
郎
氏
が
侍
従
長

に
就
任
時
、
記
念
の
石
碑
を
建
て
ま
し
た
。

書
は
そ
の
時
、
鈴
木
貫
太
郎
氏
か
ら
中
辻

嘉
雄
氏
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

次
回
は
福
生
会
の
歴
史
に
つ
い
て
。 

 

 

「
福
生
積
善
」 



グ
ラ
ン
ド
ビ
ュ
ー
展
望
の 

万
葉
集
名
歌
へ
の
い
ざ
な
い 

 

 

ご
入
居
者 

正
田
様 

春
柳
葛
城
山
に
立
つ
雲
の 

立
ち
て
も
居
て
も
妹
を
し
ぞ
思
ふ 

 
 

 
 

 

大
阪
湾
の
対
岸
に
そ
び
え
て
い
る
金
剛
山
（
標
高
一
一
二
五
米
）

の
東
に
並
ん
で
い
る
の
が
葛
城
山
（
標
高
九
六
〇
米
）。 

こ
の
歌
の
作
者
は
何
処
か
ら
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
立
っ
て
い

て
も
座
っ
て
い
て
も
妻
を
恋
い
思
う
男
性
の
切
な
い
心
情
を
、
葛
城

山
に
し
き
り
に
湧
き
立
つ
雲
に
な
ぞ
ら
え
て
い
ま
す
。
万
葉
時
代
の

人
々
に
と
っ
て
は
、
こ
の
葛
城
山
も
常
の
生
活
意
識
の
中
に
組
み
こ

ま
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

初
句
の
春
柳
は
枕
詞
で
意
味
を
も
ち
ま
せ
ん
が
、
言
葉
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
春
の
青
々
と
し
た
山
容
を
連
想
さ
せ
、
何
と
も
明
朗
で
鷹
揚

な
雰
囲
気
を
も
つ
恋
歌
と
し
て
心
ひ
か
れ
ま
す
。 

掲
載
の
一
首
は
万
葉
集
巻
十
一
・
二
四
五
三
番  

詠
み
人
し
ら
ず
の
歌
。 

 

  

そ
よ
風 

「
魚
屋
道
は
江
戸
初
期
か
ら
灘
地
方
と
有
馬
を
結
ぶ
東
六
甲
最

古
の
山
越
え
交
通
路
で
、
当
時
の
絵
地
図
で
は
、
森
か
ら
山
に

登
り
、
蛙
岩
、
山
の
神
、
風
吹
岩
、
東
お
多
福
山
、
本
庄
橋
、

一
軒
茶
屋
、
射
場
山
山
腹
、
有
馬
の
ル
ー
ト
を
通
り
、「
六
甲
越

え
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
幕
府
が
、
灘
か
ら
有
馬
へ
の
正
規
の

街
道
を
西
宮
、
宝
塚
、
船
坂
、
有
馬
の
線
に
定
め
た
後
も
、
遠

ま
わ
り
を
嫌
っ
た
人
々
は
こ
の
道
を
利
用
し
た
。」（
以
下
、
略
） 

文 

田
辺
眞
人 

 
 

 

設
置 

昭
和
五
十
七
年
十
月 

深
江
財
産
区 

 

か 

つ 

ら 

ぎ 

や 

ま 

は
る
や
な
ぎ 
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～
ご
入
居
者
様
の
投
稿
欄
～ 

と
と 

や 

み
ち 

と
と
や
み
ち 

ご
入
居
者 

石
井
様 

グ
ラ
ン
ド
ビ
ュ
ー
甲
南
の
東
を
小
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
沿
っ
て
登

る
山
道
を
「
魚
屋
道
」
と
云
い
、
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
深
江
の

浜
で
と
れ
た
魚
を
六
甲
山
の
裏
に
あ
る
温
泉
宿
に
届
け
る
に
は
こ
の
道
が
早
か

っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
そ
の
間
に
は
色
々
苦
労
・
事
情
も
あ
っ
た
と
聞
き
ま

す
。
こ
れ
ら
を
調
べ
る
べ
く
先
日
深
江
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

阪
神
電
鉄
「
深
江
駅
」
の
南
南
東
五
十
米
程
の
位
置
に
大
日
霊
女
神
社
の
朱

塗
の
社
殿
が
見
え
て
き
ま
す
。
社
殿
を
囲
う
石
柱
の
中
に
一
際
大
き
く
「
魚
屋

道
」
と
彫
り
込
ま
れ
た
石
柱
が
立
ち
、
そ
の
傍
に
魚
屋
路
の
歴
史
を
書
き
込
ま

れ
た
掲
示
板
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
こ
こ
に
御
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

い
も 

こ
ん
ご
う
ざ
ん 

か
つ
ら
ぎ
や
ま 

か
つ
ら
ぎ 

や
ま 

か
つ
ら
ぎ
や
ま 

は
る
や
な
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お
お
わ
だ
の
と
ま
り 

天
空
の
宇
宙
シ
ョ
ー
・
パ
ー
ト 

神
戸
タ
ー
タ
ン
を
清
盛
さ
ん
に 

 

ご
入
居
者 

徳
田
様 

 

一
八
五
八
年
神
戸
港
は
函
館
、
神
奈
川
、
長
崎
、
新
潟
な
ど
と
共
に
開

港
し
ま
し
た
。
外
国
と
の
交
易
に
よ
り
栄
え
た
港
町
は
数
知
れ
ず
、
鎖
国

日
本
も
こ
の
頃
か
ら
急
激
に
近
代
化
の
波
に
乗
り
始
め
ま
す
。 

開
港
一
五
〇
年
を
祝
っ
て
二
〇
一
七
年
に
は
県
や
市
の
主
催
で
記
念
行

事
が
数
多
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
神
戸
外
国
人
居
留
地
研
究
会
」
で
も
中

央
区
の
相
楽
園
会
館
で
記
念
の
全
国
集
会
を
行
い
ま
し
た
。
遠
く
長
崎
、

横
浜
、
函
館
な
ど
か
ら
も
講
師
や
聴
講
者
が
つ
め
か
け
、
折
か
ら
の
相
楽

園
名
物
の
菊
花
展
も
あ
っ
て
、
会
員
の
私
も
楽
し
み
ま
し
た
。 

し
か
し
今
よ
り
約
八
〇
〇
年
も
昔
、
兵
庫
に
港
を
開
い
た
平
清
盛
の
こ

と
は
神
戸
で
も
若
い
世
代
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
清
盛
は
兵

庫
に
港
を
築
き
宋
と
の
交
易
を
盛
ん
に
し
、
日
本
に
富
を
も
た
ら
そ
う
と

考
え
た
先
駆
者
で
し
た
。
今
の
Ｊ
Ｒ
兵
庫
駅
近
く
の
「
大
輪
田
泊
」
に
人

工
島
を
造
成
し
貿
易
港
に
し
よ
う
と
計
画
し
ま
し
た
。
工
事
の
成
功
を
願

っ
て
人
を
生
き
た
ま
ま
海
に
沈
め
る
「
人
柱
」
の
悪
習
を
止
め
さ
せ
、
代

わ
り
に
仏
教
の
経
典
を
記
し
た
石
を
海
に
投
げ
入
れ
ま
し
た
。
二
年
後
に

完
成
し
た
「
経
ヶ
島
」
は
山
か
ら
の
土
砂
に
よ
っ
て
消
滅
し
伝
説
の
島
と

な
り
ま
し
た
。
大
輪
田
泊
は
兵
庫
津
と
な
り
、
江
戸
時
代
に
北
前
船
の
交

易
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
長
編
叙
事
詩
「
平
家
物
語
」
に
出
て
く
る
平

清
盛
は
権
力
を
操
る
悪
者
に
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
本
当
は
先
見
の
明
あ

る
政
治
家
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
開
港
一
五
〇
年
と
銘
打
っ
て
市
場
へ
送
り
出
さ
れ
た
「
神
戸
タ
ー
タ
ン
」

私
も
ミ
ー
ハ
ー
気
分
で
買
い
ま
し
た
。
海
の
青
の
美
し
い
ソ
フ
ト
な
タ
ッ

チ
大
変
気
に
入
り
ま
し
た
。
清
盛
さ
ん
に
も
あ
げ
た
い
気
分
で
す
‼ 

  

 

ご
入
居
者 

杉
山
様  

少
し
前
の
本
誌
に
「
海
の
見
え
る
街
」
な
る

小
文
を
書
か
せ
て
頂
い
た
。
そ
の
終
わ
り
の
部

分
に
「
ホ
ー
ム
は
天
空
の
宇
宙
シ
ョ
ー
を
楽
し

む
に
は
絶
好
至
便
の
場
所
」
と
述
べ
た
。
あ
れ

か
ら
数
か
月
、
ご
存
知
の
よ
う
に
次
々
と
自
然

界
の
シ
ョ
ー
が
展
開
さ
れ
私
達
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
た
。
一
月
三
十
一
日
夜
の
見
事
と
し
か
い

う
他
の
な
い
感
動
的
な
赤
色
皆
既
月
蝕
、
七
月

三
十
一
日
夜
の
火
星
の
地
球
大
接
近
で
あ
る
。

何
れ
も
良
い
天
候
に
恵
ま
れ
て
自
室
ベ
ラ
ン
ダ

か
ら
目
視
で
は
っ
き
り
と
確
認
さ
れ
、
い
い
よ

う
の
な
い
感
銘
を
受
け
た
。
日
頃
宇
宙
に
は
あ

ま
り
関
心
の
な
い
方
で
も
驚
か
れ
た
で
あ
ろ
う
。 

繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
私
は
一
介
の
老
医
師
で
、
愛
好
者
と
は
い
え
ず
、
ま
し
て
天
文

学
者
で
も
な
い
。
し
か
し
今
回
の
現
象
に
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
市
民
の
一
人
で
あ
る
。

元
来
人
類
は
古
代
よ
り
天
文
学
に
詳
し
く
、
そ
の
成
果
は
生
活
、
信
仰
・
農
業
等
に
あ
ま

ね
く
応
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
考
古
学
等
を
通
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
世
界
を
旅
し
て
も

天
文
学
に
関
連
し
た
多
く
の
遺
跡
が
認
め
ら
れ
、
そ
う
し
た
古
代
よ
り
磨
か
れ
た
人
知
の

素
晴
ら
し
さ
に
は
驚
嘆
の
他
は
な
い
。 

一
方
科
学
が
著
し
く
進
歩
し
、
そ
れ
ら
の
大
い
な
る
成
果
を
享
受
し
つ
つ
あ
る
近
代
社

会
の
中
で
、
い
ま
若
い
人
達
の
間
で
宇
宙
へ
の
関
心
は
極
め
て
高
い
と
聞
く
。
嬉
し
い
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
で
あ
る
。
今
後
彼
等
の
関
心
・
研
究
心
が
自
然
科
学
の
発
展

と
と
も
に
、
ぜ
ひ
世
界
平
和
の
方
向
に
資
し
て
欲
し
い
と
心
よ
り
願
う
最
近
で
あ
る
。 

皆既月蝕（2018.1.31）  

お
お
わ
だ
の
と
ま
り 

き
ょ
う
が
し
ま 
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秋の作品展では、ロビーフロ

アに、ご入居者様の真心のこ

もったお手製の作品を展示

させて頂きました。 

 

 
敬老会 

による鰹の藁焼き。築地直送の鰹を目の前でさばき、炭火

で藁が燃え上がる炎は豪快！鰹のたたき、鮎の天ぷらに豆

ごはんなど、ボリューム満点！旬な食材を堪能しました。 

 

 

 

童謡を介護スタッフのピアノ伴奏で合唱したあとは、

５０年代・６０年代・７０年代の思い出の歌謡曲を、

ご入居者の皆様に選んで頂き、ご一緒に歌いました。 

 

 

 

秋の作品展 

―
福
生
物
語
― 

 
 

第
二
話 

福
生
会
の
名
前
の
由
来 

前
回
の
通
信
で
は
福
生
会
創
立
者
、
中
辻
嘉
台
氏
に
つ
い
て
お
話

し
ま
し
た
。
彼
が
法
人
の
設
立
趣
意
書
を
書
い
て
い
る
と
き
に
、
床

の
間
に
飾
っ
て
あ
っ
た
書
。 

 

福
に
生
き
て
善
を
積
む
。
長
年
の
善
行
を
積
む
努
力
と
、
先
祖
の

善
行
の
積
み
重
ね
あ
る
い
は
周
り
の
人
た
ち
の
協
力
な
ど
が
あ
っ
て

初
め
て
幸
福
を
得
ら
れ
る
、
幸
福
で
な
け
れ
ば
人
様
に
奉
仕
な
ど
善

い
行
い
は
出
来
な
い
、
と
い
う
二
つ
の
云
わ
れ
が
あ
る
そ
う
で
す
。

終
戦
時
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
鈴
木

貫
太
郎
氏
が
、
中
辻
嘉
台
の
父
、
嘉
雄
氏
に
贈
っ
た
言
葉
で
す
。 

鈴
木
貫
太
郎
氏
に
つ
い
て
は
皆
様
の
方
が
詳
し
い
と
思
う
の
で
省
略

し
、
中
辻
家
と
鈴
木
家
の
親
交
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

幕
末
期
、
鈴
木
貫
太
郎
氏
の
父
は
泉
州
久
世
村
に
あ
る
関
宿
藩
の

飛
び
地
一
万
石
の
領
地
の
代
官
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
江
戸
は
元

禄
時
代
か
ら
続
く
旧
家
の
本
家
に
あ
た
る
中
辻
家
は
、
そ
の
和
泉
関

宿
藩
で
、
藩
札
（
紙
幣
）
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
。
徳
川
慶
喜
が
大

阪
城
に
来
て
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
敗
走
し
た
騒
動
の
中
、
堺
市
の
旧

市
街
地
で
天
狗
党
の
乱
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
代
官
夫
人
が

逃
げ
込
ん
だ
と
こ
ろ
が
中
辻
家
で
あ
り
、
そ
の
と
き
産
気
づ
い
て
生

ま
れ
た
の
が
鈴
木
貫
太
郎
氏
で
す
。
明
治
維
新
に
よ
り
代
官
所
は
廃

止
さ
れ
、
代
官
は
千
葉
の
本
藩
に
帰
任
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
も

両
家
の
親
交
は
続
き
ま
し
た
。 

 

 

クリスマスランチとともに、女声アンサンブル PETIT 

A PETIT によるミニコンサート。後方では実演でステ

ーキが振舞われました。 

恒例のスタッフの変装ダンスで締め括られました。 

 

 

冬 

福井産の大量の梅から、美味

しい梅干し、梅酒、梅シロップ

を作りました。 

ご協力下さったご入居者様は

慣れた手つきで今年もいい仕

上がりとなりました。 

秋晴れの佳き日に、敬老の日を祝して、夕食は皆様と

ご一緒に、支配人、副支配人もお祝い膳を頂きました。 

皆様のご健康を心より祈念いたします。 

 

 秋 

昨年の設立十周年を機に、全身ストレッチが出来る機器が導入され、気

軽に運動しやすくなりました。タオル体操や脚の体操、輪投げ、新しくバ

スケットボールゲームなど曜日別プログラムも行っています。 

介護予防とは、いつまでも住みなれた地域で、いきいきはつらつと自分

らしく暮らし続けるように、元気なうちから取り組む健康づくりのことで

す。また、要介護状態になっても、今まで通り機能が維持されるように 

取り組むことも介護予防です。頑張りましょう！！ 

 

介護予防と貯筋で Let’s アンチエイジング！ 

 

 

 トレーニングルーム 

リニューアル 

 

クリスマス会 

鰹の藁焼き 10 周年記念コンサート 

歌の会 

昨年の六月にグランド

ビュー甲南は、設立十周

年を迎えました。ご支援

下さったご入居者様、ご

家族様、地域の皆様に感

謝の気持ちを込めて、十

周年記念コンサートを

開催いたしました。 

 

 

本山だんじりパレード 

2 

私達の主な仕事は、生活サービスでご入居者様の居室内を、２人１組で 

掃除することです。大抵１人が掃除機と床拭きを、もう１人が台所や洗面所、

トイレの水周りを掃除します。時間内であれば、窓拭き、ゴミ捨て、お風呂

やベランダ、エアコンフィルターの清掃など、生活サービスの時にご希望を

承っています。 

そのほかには共用部分の廊下やテラスなども掃除しています。ご入居者様

が少しでも気持ちよく過ごせるよう、お手伝いさせていただきます。 

 

屋上テラスでは、男性のご入居者様

が力いっぱい杵を振り上げ餅をつ

き、館内では女性のご入居者様が手

慣れた手つきで丸餅と鏡餅を。 

レストラン京料理花萬特製のぜん

ざいで温まりました。 

 

 

 

豆まき 

屋上テラスにて、京料理花萬料理長 

＜藩札＞ 

5 

スタッフ  
通信  

 

梅サークル 

春 

夏 

餅つき 

主人の転勤で神戸に来てから 20 年以上になり、人生の約半分は神戸です。子供達が大学生、高

校生となり、毎日仕事と家事に追われつつも、時々リフレッシュしながら楽しく過ごしています。 

 

お花見 

春のお花見日和、桜満開の王子動物園

に。家族で昔に行った動物園は、懐か

しくて胸が躍りました。 

生活サービス 
担当：長浜 

芦屋花火大会鑑賞 

屋上から眼下に花火を観

ながら、飲み物を片手に花

火見物。フルーツやオード

ブルなどを頂きながら、夏

を感じるひと時でした。 

 

「鬼は～外！福は～内！」と

皆様の元気な声と豆まきで、

鬼を追い払い福を呼びこみ

ました。 

 

地車の練り廻しの後、10 台程の地車が円弧状に並びまし

た。順番に大きく舞う姿は迫力満点！皆で応援しながら

パレードを見物しました。 

 

夏にちなんだ唱歌や 
昭
和
４
年
、
鈴
木
貫
太
郎
氏
が
侍
従
長

に
就
任
時
、
記
念
の
石
碑
を
建
て
ま
し
た
。

書
は
そ
の
時
、
鈴
木
貫
太
郎
氏
か
ら
中
辻

嘉
雄
氏
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

次
回
は
福
生
会
の
歴
史
に
つ
い
て
。 

 

 

「
福
生
積
善
」 



  

  

〈
タ
テ
の
か
ぎ

〉 

※ただいま満室のため、待機登録を承っております。 

費用等詳しいお問合せは     ０１２０-０９２-２９４  までご連絡下さい。 

介護付有料老人ホームとケアハウスを 

同時にご案内します。 

 

お抹茶と季節の和菓子 
 

大阪城公園 梅林 
先月の雪がちらつく昼下がり、お抹茶と季節の 

和菓子を楽しむ会「和庵」を開催いたしました。 

蝋梅、蕗の薹、乙女椿の三種からお好みの上生菓子

と器を選んで頂き、スタッフが点てたお抹茶で一服。

ほっと一息した後は、お点前の体験もして頂き、お茶

に纏わる思い出話に花を咲かせました。 

居室は 3 タイプあります。 

ロビー階にはレストランがあり、
各居室のキッチンでお料理もして
頂けます。 
お部屋のお風呂以外に、一階の 
天然温泉もご利用ください。 

〒658-0001 神戸市東灘区森北町 6 丁目 1-3 

編
集
後
記 

季
節
は
冬
か
ら
春
へ 

 

枝
葉
が
散
り
寒
々
と
見
え
て
い
た
木
々
た
ち
も 

新
芽
を
息
吹
き
、
春
の
陽
気
を
誘
い
ま
す
。 

四
季
を
通
じ 

自
然
が
そ
っ
と 

教
え
て
く
れ
る
も
の 

私
た
ち
も
少
し
抱
き
す
ぎ
た
枝
葉
を 

削
ぎ
落
と
し 

春
に
向
け
て
身
軽
に
な
る 

寒
い
冬
を
乗
り
越
え 

 

芽
吹
く
枝
葉
の
形
は
人
そ
れ
ぞ
れ 

あ
る
が
ま
ま
に 

あ
り
の
ま
ま
に 

変
化
を
好
む
も
好
ま
ず
も 

こ
れ
も
ま
た
自
由 

自
然
と
調
和
し 

自
分
だ
け
の 

「
い
ま
こ
こ
」
を
生
き
る 

平
成
と
い
う
時
代
か
ら
、
新
た
な
時
代
へ
の 

幕
開
け
で
す
。
心
豊
か
に
、
個
性
輝
く
新
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

※正解は 

グランドビュー甲南 

のホームページ 

「ホームだより」 

をご覧ください。 

又はお電話にて 

お問合せ下さい。 

 

＜価格一例＞ 

80 歳プラン 1,980 万円～ 

その他のご年齢別プランもございます。 

社会福祉法人 神戸福生会 
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〇昼食付見学会  

3 月２１日（祝・木）・２６日（火） 

4 月 3 日（水）・９日（火）・１３日（土） 

11 時開始 13 時頃終了（予定） 

参加費用：500 円（昼食代込み） 

各開催日の３日前までに電話でお申込み下さい。 

介護付有料老人ホーム  

グランドビュー甲南 

に
む
け
て 

 

立
春
が
過
ぎ
、
春
待
ち
の
心
が
芽
吹
く
季
節 

 

寒
さ
染
入
る
冬
も
遠
ざ
か
り
、
散
策
途
中
、
早
々
と
春
の
便
り

に
出
逢
う
と
心
な
し
か
う
れ
し
く
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

今
年
は
平
成
か
ら
新
た
な
元
号
へ
と
変
わ
る
年
。 

世
の
中
の
動
き
に
も
変
化
が
生
ま
れ
そ
う
で
す
。 

大
阪
で
の
万
博
開
催
が
決
定
し
、
ま
も
な
く
、
新
天
皇
の
即
位
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
二
〇
二
〇
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
な
ど
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
日
本
の
歴
史
に
新
た

な
出
来
事
が
加
わ
り
ま
す
。 

当
ホ
ー
ム
地
域
で
も
、
新
元
号
奉
祝
行
事
と
し
て
五
月
一
日

（
祝
）
に
阪
神
間
の
四
十
五
台
の
だ
ん
じ
り
が
集
結
し
、
地
区
巡

行
し
ま
す
。
ま
た
前
日
の
夜
に
は
、
各
地
区
に
て
「
ち
ょ
う
ち
ん

行
列
」
で
平
成
へ
の
別
れ
を
惜
し
む
催
し
も
あ
り
、
今
ま
で
に
な

い
迫
力
と
華
や
か
さ
で
お
祝
い
が
行
わ
れ
ま
す
。 

移
り
ゆ
く
時
代
の
変
容 

皆
様
が
歩
ま
れ
た
「
平
成
」
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。 

そ
れ
ぞ
れ
に
合
う
も
の
が
訪
れ
、
つ
な
が
り
縁
と
な
る
。 

自
身
の
道
を
定
め
、
た
お
や
か
に
歩
め
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、 

新
た
な
時
代
の
幕
開
け
で
す
。 

 

社会福祉法人 神戸福生会 

介護付有料老人ホーム グランドビュー甲南 

撮影：ご入居者様 

なごみあん 

ホームページが新しくなりましたので、ご覧ください。 
https://www.grandview-konan.com/ 

 

2LDK  
64㎡ 

1LDK  
47㎡ 

1LDK  
63㎡ 

①この人が事件の○○をにぎる 

②台風や地震のために充分な○○○を 

③店先に置かれる片手を上げた動物の置物 

④板などにすき間をつけた敷物 

⑤京都の有名な焼き物のひとつ 

⑦子育てに協力的かつ実践している男性のこと 

⑧長野県にある旧街道 

⑪神戸の北野から居留地に続く南北の道路 

⑬兵庫県北部の旧国名 

⑭意味ありげで含みのある様子 

⑮跡継ぎのこと。古い時代には○○〇を継ぐとか言う 

⑰昨年日本一になったプロ野球チームの監督 

 

 

春 

 

〈ヨコのかぎ〉 

①○○○なたたずまいだ。簡単で質素なこと 

③化粧のひとつで、まつげにつける 

⑥昔の時刻の名前。夜１２時から２時間くらい 

⑦フランスの児童文学。日本でもアニメやドラマで人気に 

⑨注意しても○○耳を持たない 

⑩ゆく年くる年・・・除夜にはこの音が響く 

⑪佐渡に生息する有名な鳥 

⑫化石にもある木。背が高くなり並木は美しい 

⑮○○○○かなめの事を忘れるなんて 

⑯美しい菩薩さま。右手を軽くほほに触れて 

⑱部屋に採光・風通しのためにある開口部 

⑲いつも駅伝の○○○権争いはし烈だ！ 

⑳催し物などのオープニング、○○玉を割って祝う 

㉑窓を英語で言うと 

 
※送迎バスをご利用の方は、 

10 時 45 分に JR甲南山手駅 

改札前にお越し下さい。 

お問合せ・お申込みは   0120-092-294  


